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こ
う
し
た
拠
点
等
の
機
能
強
化
に
当
た
っ
て
は
、
相
談
支
援
を
中
心
と
し
て
、
学
校
か
ら
の
卒
業
、
就
職
、

親
元
か
ら
の
自
立
等
の
生
活
環
境
が
変
化
す
る
節
目
を
見
据
え
て
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
継
続
し
た
支
援

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
・
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
生
活
支
援
拠
点

等
と
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
障
害
者
総
合
支
援
法
第
七
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
を
い
う
。以
下
同
じ
。）の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
連
携
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
精
神
病
床
（
病
院
の
病
床
の
う
ち
、精
神
疾
患
を
有
す
る
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）に
お
け
る
長
期
入
院
患
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
精
神
科
病
院
（
精

神
科
病
院
以
外
の
病
院
で
精
神
病
室
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）や
地
域
援
助
事
業
者
に

よ
る
努
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
自
治
体
を
中
心
と
し
た
地
域
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
一
体
的
な
取
組
の
推

進
に
加
え
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
共
生
で
き
る
包
摂
的
（
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
）
な
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
精
神
障
害
者
が
、
地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し

て
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
精
神
障
害（
発
達
障
害
及
び
高
次
脳
機
能
障
害
を
含
む
。

以
下
同
じ
。）に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
る
。

ま
た
、
地
域
の
支
援
体
制
を
構
築
す
る
上
で
は
、
強
度
行
動
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
や
高
次
脳
機
能
障
害
を

有
す
る
児
者
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
者
、
重
症
心
身
障
害
児
者
、
発
達
障
害
児
者
、
盲
重
複
障
害
児
者
、

ろ
う
重
複
障
害
児
者
な
ど
、
様
々
な
障
害
特
性
に
応
じ
た
支
援
体
制
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
地
域

の
き
め
細
か
い
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
整
備
や
専
門
人
材
の
確
保
・
育
成
等
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
体
制
を
構
築
す
る
上
で
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
提
供
体
制
や
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
例
え
ば
、
中
山
間
・
人
口
減
少
地
域
に
お
い
て
は
、
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
や
基
準
該
当
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
多
機
能
型
、
従
た
る
事
業
所
等
の
現
行
制
度
の
活
用
等
も
図
り
つ
つ
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
を
維
持
・
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

４

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組

人
口
減
少
や
単
身
世
帯
の
増
加
、
特
に
障
害
福
祉
分
野
で
は
、
障
害
者
の
重
度
化
・
高
齢
化
や
親
な
き
後
の

生
活
な
ど
家
族
が
抱
え
る
課
題
は
複
雑
化
・
複
合
化
し
て
い
る
中
で
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
住
民
が
、「
支
え
手
」

と
「
受
け
手
」
に
分
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共
に
創
り
、
高
め
合
う
こ
と
が
で

き
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
や
制
度
の
縦
割
り
を
超
え
た
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
ご
と
の

地
理
的
条
件
や
地
域
資
源
の
実
態
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備

や
推
進
に
取
り
組
む
。
そ
の
際
、
市
町
村
は
地
域
福
祉
計
画
（
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五

号
）
第
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
地
域
福
祉
計
画
及
び
同
法
第
百
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府

県
地
域
福
祉
支
援
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）や
同
法
第
百
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
実
施
計
画
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
福
祉
分
野
を
超
え
た
連
携
や
地
域
と
の
協
働
を
進
め
、
よ
り
一

層
の
体
制
整
備
を
進
め
る
。
例
え
ば
、
次
に
掲
げ
る
支
援
を
一
体
的
に
実
施
す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

の
活
用
も
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

属
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
の
様
々
な
相
談
を
受
け
止
め
、
自
ら
対
応
し
、
又
は
つ
な
ぐ
機
能
、
多
機
関

協
働
の
中
核
の
機
能
及
び
継
続
的
に
つ
な
が
り
続
け
る
伴
走
支
援
を
中
心
的
に
担
う
機
能
を
備
え
た
相
談
支

援

の
相
談
支
援
と
一
体
的
に
行
う
、
就
労
支
援
、
居
住
支
援
な
ど
、
多
様
な
社
会
参
加
に
向
け
た
支
援

ケ
ア
し
支
え
合
う
関
係
性
を
広
げ
、
交
流
や
参
加
の
機
会
を
生
み
出
す
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
及
び
住
民

同
士
が
出
会
い
参
加
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
や
居
場
所
の
確
保
の
機
能
を
備
え
た
支
援

５

障
害
児
の
健
や
か
な
育
成
の
た
め
の
発
達
支
援

障
害
児
支
援
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
児
本
人
の
意
見
の
尊
重
及
び
最
善
の
利
益
を
考
慮
し
な
が
ら
、

障
害
児
の
健
や
か
な
育
成
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
障
害
児
及
び
そ
の
家
族
に
対
し
、

障
害
の
疑
い
が
あ
る
段
階
か
ら
身
近
な
地
域
で
支
援
で
き
る
よ
う
に
、
障
害
児
通
所
支
援
及
び
障
害
児
相
談
支

援
に
つ
い
て
は
市
町
村
を
、
障
害
児
入
所
支
援
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
を
実
施
主
体
の
基
本
と
し
、
障
害
種
別

に
か
か
わ
ら
ず
、
質
の
高
い
専
門
的
な
発
達
支
援
を
行
う
障
害
児
通
所
支
援
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
都

道
府
県
の
適
切
な
支
援
等
を
通
じ
て
引
き
続
き
障
害
児
支
援
の
均
て
ん
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
支
援
体

制
の
構
築
を
図
る
。

ま
た
、
障
害
児
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
て
、
地
域
の
保
健
、
医
療
、
障
害
福
祉
、
保
育
、
教
育
、
就
労

支
援
等
の
関
係
機
関
が
連
携
を
図
り
、
切
れ
目
の
な
い
一
貫
し
た
支
援
を
提
供
す
る
体
制
の
構
築
を
図
る
。

さ
ら
に
、
障
害
児
が
障
害
児
支
援
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
保
育
、
教
育
等
の
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
児
童
が
共
に
成
長
で
き
る
よ
う
、

障
害
児
の
地
域
社
会
へ
の
参
加
や
包
容
（
以
下
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
。）を
推
進
す
る
。

加
え
て
、
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る
障
害
児
そ
の
他
の
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
医
療
を
要
す
る
状
態

に
あ
る
障
害
児
（
以
下
「
医
療
的
ケ
ア
児
」
と
い
う
。）が
保
健
、
医
療
、
障
害
福
祉
、
保
育
、
教
育
等
の
支
援

を
円
滑
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
等
、
専
門
的
な
支
援
を
要
す
る
者
に
対
し
て
、
各
関
連
分
野
が
共
通
の
理

解
に
基
づ
き
協
働
す
る
包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
。

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
状
況
に
応
じ
て
、
関
係
者
や
障
害
者
等
本

人
が
参
画
し
て
行
う
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
市
町
村
及
び
都
道
府
県
が
定
め
る
障
害
保
健
福
祉
圏
域
（
以
下

「
圏
域
」
と
い
う
。）ご
と
の
整
備
の
在
り
方
を
障
害
福
祉
計
画
等
に
位
置
付
け
、
計
画
的
に
推
進
す
る
。

６

障
害
者
の
社
会
参
加
を
支
え
る
取
組
定
着

障
害
者
の
地
域
に
お
け
る
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
障
害
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
支
援

す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
文
化
・
芸
術
活
動
や
健
康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
分
野
を
含
め
、
地
域
で
生
き

生
き
と
安
心
し
て
健
康
的
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
四
十
七
号
）
を
踏
ま

え
、
文
化
行
政
担
当
等
の
関
係
部
局
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
と
そ
の
た
め
の
環
境
整
備

に
留
意
し
な
が
ら
、
障
害
者
が
文
化
芸
術
を
享
受
鑑
賞
し
、
又
は
創
造
や
発
表
等
の
多
様
な
活
動
に
参
加
す
る

機
会
の
確
保
等
を
通
じ
て
、
障
害
者
の
個
性
や
能
力
の
発
揮
及
び
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
。

ま
た
、
読
書
を
通
じ
て
文
字
・
活
字
文
化
の
恵
沢
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
視
覚

障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
四
十
九
号
）
を
踏
ま
え
、
視
覚
障

害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
障
害
者
等
に
よ
る
情
報
の
取
得
利
用
・
意
思
疎
通
を
推
進
す
る
た
め
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取

得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
号
）、
手
話
に

関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
七
十
八
号
）
等
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
担
当
や
情
報

通
信
担
当
、
産
業
政
策
担
当
等
の
関
係
部
局
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
行
政
情
報
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向

上
を
進
め
る
と
と
も
に
、
障
害
特
性
に
配
慮
し
た
意
思
疎
通
支
援
従
事
者
の
派
遣
、
支
援
人
材
の
持
続
可
能
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築
を
見
据
え
た
幅
広
い
年
齢
層
の
支
援
者
の
養
成
、
意
思
疎
通
支
援
者
を
養
成
す
る

指
導
者
の
確
保
等
に
向
け
た
研
修
受
講
の
促
進
、
障
害
当
事
者
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
の
促
進
を
図
る
。

二

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
一
の
基
本
的
理
念
を
踏
ま
え
、
次
に
掲
げ
る
点
に

配
慮
し
て
、
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
な
整
備
を
行
う
。

１

全
国
で
必
要
と
さ
れ
る
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
の
保
障

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
（
居
宅
介
護
（
障
害
者
総
合
支
援
法
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）、
重
度
訪
問
介
護
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
重
度
訪
問
介
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
同
行
援
護

（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
同
行
援
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
行
動
援
護
（
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
行
動

援
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
（
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
重
度
障
害
者
等
包
括

支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
充
実
を
図
り
、
全
国
ど
こ
で
も
必
要
な
訪
問
系
サ
ー
ビ

ス
を
保
障
す
る
。
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